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る
農
業
情
勢
を
打
開
す
る
為
に
、
Ｊ
Ａ

と
し
て
農
業
経
営
に
資
す
る
配
慮
が
最

も
重
要
と
考
え
、
２
億
５
千
万
円
の
事

業
分
量
配
当
を
後
ほ
ど
御
提
案
申
し

上
げ
た
い
﹄
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
市
町
村
を
代
表
し
て
紋
別

市
の
宮
川
市
長
よ
り
、
昨
年
度
は
１
年

間
を
通
じ
て
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
農
作

業
も
滞
る
こ
と
な
く
畑
作
物
や
飼
料

作
物
の
収
穫
状
況
も
良
好
と
な
り
、
Ｊ

Ａ
の
決
算
内
容
が
計
画
を
上
回
る
実
績

と
な
っ
た
こ
と
に
触
れ
、
堅
実
な
事
業

運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
事
へ
の
敬
意
が

表
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
終
わ
り
の
見
え
な
い
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
等
に
よ
っ
て
飼
料
や
燃
油
高

騰
が
生
産
コ
ス
ト
を
押
し
上
げ
、
農
業

所
得
確
保
の
厳
し
い
環
境
が
継
続
さ

整
備
さ
れ
、
初
め
て
力
強
い
地
域
社
会

が
確
立
さ
れ
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま

す
し
、
更
に
血
の
通
っ
た
基
本
法
が
機

能
す
る
事
に
よ
っ
て
、
先
人
か
ら
譲
り

受
け
た
豊
か
な
大
地
を
次
世
代
に
継
承

し
続
け
て
い
け
る
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
今
後
も
地
域
組
合
員
の
意

を
汲
み
取
っ
た
要
請
を
Ｊ
Ａ
の
代
表
と

し
て
粘
り
強
く
行
っ
て
参
り
ま
す
﹄
と

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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和
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災
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、
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良
い

年
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な
り
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の
並
々
な
ら
ぬ
努
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生
産
量
も
過
去
最

高
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な
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11
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ト
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Ａ

事
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成
果
と
し
て
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億
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万
円
の

当
期
利
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ら
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ま
し
た
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第
31
回
Ｊ
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北
海
道
大
会
決
議
事
項
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食
料
安
全
保
障
の
実
現
と
持
続
可
能
な
農
業
の
確
立
を
目
指
す
！

2５月の運勢５月の運勢５月の運勢
モナ・カサンドラ

【全体運】�良好運です。分かりにくかったことがはっきりし予定を立てやすくなります。旅行
やレジャーなど外出を増やして

【健康運】活動的なほど調子がアップ。スポーツにツキ
【幸運の食べ物】梅

読者の声
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れ
て
い
る
事
も
理
解
さ
れ
て
お
り
、
今

後
も
規
模
拡
大
や
経
営
基
盤
強
化
に

向
け
た
取
組
を
引
き
続
き
支
援
す
る
と

同
時
に
、
採
草
地
や
営
農
用
水
整
備
等

に
つ
い
て
も
計
画
的
に
取
り
進
め
な
が

ら
、
第
５
次
農
業
振
興
計
画
の
最
終
目

標
で
あ
る
生
乳
生
産
12
万
ト
ン
の
達
成

に
向
け
た
施
策
展
開
を
行
う
旨
の
祝
辞

を
賜
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
連
合
会
を
代
表
し
て
Ｊ
Ａ

北
海
道
信
連
北
見
支
所
の
髙
橋
支
所

長
よ
り
、
国
際
紛
争
に
よ
る
コ
ス
ト
高

の
中
で
、
全
国
の
酪
農
家
戸
数
は
１
万

戸
を
下
回
り
、
物
流
問
題
に
つ
い
て
も

深
い
影
を
落
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
よ
う
な
農
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
情

勢
下
だ
か
ら
こ
そ
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会

で
の
決
議
事
項
の
達
成
に
向
け
、
様
々

な
課
題
を
国
や
行
政
に
働
き
か
け
る
農

政
活
動
は
大
事
な
取
り
組
み
で
あ
り
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
組
織
内
の
国
政
へ
の
候

補
者
と
し
て
推
薦
を
受
け
た
“
ホ
ク
レ

ン
代
表
監
事
の
東
野
ひ
で
き
”
氏
に
対

す
る
支
援
の
輪
を
広
げ
て
頂
き
た
い
。

と
力
強
い
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　

耕
種
経
営
は
、
一
昨
年
同
様
順
調
な

融
雪
と
適
期
蒔
き
付
け
や
定
植
に
よ
っ

て
、
農
産
品
は
良
い
出
来
秋
と
な
り
、

小
麦
は
９
・
５
俵
／
反
、
甜
菜
も
５
・
７

ｔ
／
反
、
大
豆
や
紫
蘇
等
も
好
成
績
で

あ
っ
た
為
、
計
画
対
比
１
１
２
・
５
％

の
４
億
19
百
万
の
取
扱
実
績
と
な
り
ま

し
た
。

　

畜
産
経
営
は
、
初
妊
牛
・
ホ
ル
ト
ク
・

交
雑
ト
ク
の
販
売
価
格
に
つ
い
て
７
月

以
降
急
激
な
相
場
の
下
落
が
あ
り
、
酪

農
家
の
畜
品
販
売
収
入
が
大
き
く
減

少
し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
牛
」

に
つ
い
て
も
、
産
直
取
引
の
強
み
を
生

か
し
ま
し
た
が
、
飼
料
や
生
産
資
材
価

格
等
の
高
止
ま
り
を
受
け
て
、
収
支
状

況
は
厳
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

酪
農
経
営
は
、
品
質
収
量
共
に
良
好

な
牧
草
や
デ
ン
ト
コ
ー
ン
の
自
給
飼
料

が
確
保
さ
れ
、
生
乳
の
計
画
生
産
は
継

続
さ
れ
て
い
た
も
の
の

堅
調
な
生
産
と
な
り
、

当
初
計
画
対
比
１
０
０
・�

４
％
の
過
去
最
高
と
な

る
１
１
０
，４
８
７
ト
ン

（
前
年
対
比
１
０
６
・�

５
％
）
の
実
績
と
な
り

ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
の
事
業

計
画
に
お
い
て
は
、
全

道
の
生
乳
計
画
生
産
は

継
続
さ
れ
る
も
の
の
、

過
去
の
生
産
抑
制
下
と

比
べ
緩
和
傾
向
に
向

か
っ
て
お
り
、
実
績
対

比
約
２
，３
０
０
ト
ン
増

　

昨
年
第
31
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
に

お
い
て
決
議
さ
れ
た
「
食
料
安
全
保
障

の
強
化
と
持
続
可
能
な
北
海
道
農
業

の
確
立
」、「
Ｊ
Ａ
の
組
織
基
盤
の
強
化

と
健
全
な
経
営
基
盤
の
確
立
」、「
農
業
・

食
・
Ｊ
Ａ
へ
の
理
解
醸
成
」
の
実
現
の

た
め
、
Ｊ
Ａ
運
営
に
必
要
不
可
欠
な
人

材
の
確
保
を
図
り
な
が
ら
、
Ｊ
Ａ
財
務

基
盤
の
安
定
と
Ｊ
Ａ
事
業
利
用
者
へ
の

還
元
・
自
己
改
革
の
実
践
に
努
め
、
役

職
員
一
同
事
業
推
進
に
邁
進
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
本
年
度
も
組
合
員
皆
様
の

変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
ご
協
力
、
そ
し
て
ご

意
見
等
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

加
の
11
万
28
百
ト
ン
を
目
標
に
掲
げ
、

第
５
次
農
業
振
興
計
画
目
標
値
の

12
万
ト
ン
の
足
が
か
り
と
し
て
生
乳
増

産
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

総
会
時
の
質
問
意
見
等
で
は
整
備
工

場
の
再
編
や
統
合
に
つ
い
て
の
質
問
が

出
さ
れ
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、

早
く
て
令
和
８
年
度
着
工
に
向
け
た
提

案
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
が
、
具
体
的

な
取
り
進
め
に
つ
い
て
は
、
更
な
る
地

区
別
懇
談
会
や
会
議
体
等
で
丁
寧
な

説
明
を
し
な
が
ら
、
組
合
員
の
誤
解
や

不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
取
り
進
め
る

旨
の
回
答
が
な
さ
れ
、
全
議
案
に
つ
い

て
承
認
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

紋別市市長  宮川 良一 様（左）、
北海道信連北見支所支所長  髙橋 浩二 様（右）

議長の、佐藤 雅広 様（左）、長屋 辰之介 様（右）

3
【全体運】�活気はありますが面倒な問題も表面化しがち。逃げずに向き合っていきましょう。ポジティブ思考が運

を開く鍵
【健康運】室内でのけがに注意。危ない箇所は早めに対処
【幸運の食べ物】キクラゲ



　

３
月
10
日
（
月
）
本
所
大
会
議
室
に
て
、
第
23
回
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
女
性
部
通

常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
に
は
上
渚
滑
地
区
の
寿
見
京
子
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
円

滑
な
議
事
進
行
の
も
と
全
議
案
が
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
来
賓
の
方
々
も
交
え
て
懇
親
会
を
開
催
し
、
少
し
の
時
間
で
は
ご
ざ

い
ま
し
た
が
部
員
間
の
交
流
も
深
め
ら
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
地
域
農
業
の
維
持
、
発
展
に
貢
献
し
活
発
な
活
動
を
行
え
る
よ

う
役
員
で
検
討
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
・
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

尚
、
役
員
改
選
に
よ
り
新
体
制
と
な
り

ま
し
た
の
で
併
せ
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

部　

長　

高
橋　

圭
子
（
紋
別
支
部
）

副
部
長　

喜
多　

由
美
（
上
渚
滑
支
部
）

副
部
長　

温
水　
　

愛
（
滝
上
支
部
）

理　

事　

前
島　

絵
美
（
紋
別
支
部
）

監　

事　

田
中　

朋
子
（
上
渚
滑
支
部
）

監　

事　

瀬
川
美
由
紀
（
滝
上
支
部
）

　

３
月
25
日
（
火
）
本
所
大
会
議
室
に
て
、
第
14
回
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
組
合
は
ま
な
す
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
上
渚
滑
地
区
の
佐
藤
雅
広
氏
が
選
任
さ
れ
、
円
滑
な
議
事
進
行
の
も
と
全
議
案
が

可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
組
合
は
ま
な
す
が
、
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
良
い
も
の
と
な
っ
て
い
く
よ
う
役

員
一
同
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
ヘ
ル
パ
ー
組
合
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解

ご
協
力
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

尚
、
役
員
改
選
に
よ
り
新
体
制
と
な
り
ま
し

た
の
で
併
せ
て
ご
報
告
致
し
ま
す
。

組
合
長　

長
屋
辰
之
介
（
滝
上
地
区
）

副
組
合
長　

長
澤　

公
一
（
紋
別
地
区
）

　
　
　
　
　

坂
東　
　

優
（
上
渚
滑
地
区
）

　
　
　
　
　

宮
原　

邦
幸
（
西
興
部
地
区
）

理

事　

岩
瀬　
　

博
（
紋
別
地
区
）

　
　
　
　
　

髙
野　

大
地
（
紋
別
地
区
）

　
　
　
　
　

村
田　

規
晃
（
滝
上
地
区
）

監

事　

中
島　
　

智
（
上
渚
滑
地
区
）

　
　
　
　
　

眞
家　

裕
史
（
西
興
部
地
区
）

第第
141414
回
　
回
　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
組
合
は
ま
な
す

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
組
合
は
ま
な
す

通
常
総
会
開
催

通
常
総
会
開
催

第第
1414
回
　
回
　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
組
合
は
ま
な
す

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
組
合
は
ま
な
す

 

通
常
総
会
開
催

通
常
総
会
開
催

第第
2323
回回

Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
女
性
部

Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
女
性
部

 

通
常
総
会

通
常
総
会

4
【全体運】�上昇運。下旬をめどに計画を進めましょう。いい形でまとまるはず。友人や知人との外出はうれしい出

来事の予感
【健康運】チームで行うスポーツやダンスにツキあり
【幸運の食べ物】新ジャガイモ



青年部  新役員体制紹介青年部  新役員体制紹介青年部  新役員体制紹介青年部  新役員体制紹介

役　職 氏　名 地　区
部　長 髙　橋　雄　大 紋 別 地 区
副部長 内　藤　　　新 滝 上 地 区
理　事 古　屋　雅　一 紋 別 地 区
〃 副　士　達　也 上渚滑地区

監　事 喜　多　遼太朗 上渚滑地区
〃 佐々木　　　亮 滝 上 地 区

　

今
年
度
、
青
年
部
の
部
長
を
務
め
る
事
に
な
り
ま
し
た
紋
別
地
区
髙
橋
雄

大
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

農
業
の
世
界
は
今
、
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
変
化
の
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

経
済
状
況
、気
候
変
動
、物
流
、そ
し
て
後
継
者
問
題
︱
︱
課
題
は
山
積
み
で
す
。

　

さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
は
じ
め
と
し
た
国
際
情
勢
の
不

安
定
さ
が
、
飼
料
や
燃
料
価
格
の
高
騰
を
招
き
、
高
止
ま
り
し
て
い
る
状
況

で
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
く
、
つ
い
不
安
や
不
満
に
目
が
向
い
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
し
た
現
実
を
受
け
止
め
た
う
え
で
、
今
自

分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
一
つ
ず
つ
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

青
年
部
の
活
動
そ
の
も
の
を
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ

て
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。
一
部
の
人
に
負
担
が
か
か
る
形
で
は
長
続
き
し
ま

せ
ん
。
誰
も
が
関
わ
れ
る
仕
組
み
を
作
り
、
次
の
世
代
へ
ス
ム
ー
ズ
に
バ
ト

ン
を
渡
せ
る
よ
う
な
青
年
部
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

何
を
す
る
に
も
時
間
や
労
力
が
必
要
で
、
忙
し
い
毎
日
の
中
で
青
年
部
の

活
動
に
関
わ
る
の
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
だ
か
ら
こ
そ
無

理
の
な
い
、
部
員
の
皆
様
一
人
一
人
の
記
憶
に
残
る
活
動
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

小
さ
な
こ
と
で
も
一
つ
ず
つ
形
に
し
て
い
き
な
が
ら
、
気
軽
に
話
し
合
え

る
、
助
け
合
え
る
関
係
を
築
い
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
一
年
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
部
長
】

　
　

髙　

橋　

雄　

大
（
紋
別
地
区
）　

　

久
し
ぶ
り
に
役
員
を
務
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
以
前
の
経
験

を
活
か
し
、
有
意
義
な
青
年
部
活
動
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
理
事
】

　
　

副　

士　

達　

也

（
上
渚
滑
地
区
）　

新部長及び新役員の就任挨拶についてご紹介いたします。

5
【全体運】�後回しにしていたことを片付ける準備を。防災用品も確認。いざというときのための行動が好結果に結

び付きます
【健康運】食事はバランス良く。旬の野菜を多めに取って
【幸運の食べ物】フキ



　

２
月
28
日
（
金
）、
滝
上
支
所
大
会
議
室
に

て
滝
上
町
酪
農
組
合
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

総
会
に
は
、
当
農
協
よ
り
平
石
専
務
、
滝
上

町
よ
り
清
原
町
長
、
滝
上
町
役
場
よ
り
内
野
農

政
担
当
課
長
、
よ
つ
葉
乳
業
よ
り
舩
戸
工
場

長
、
加
藤
酪
農
担
当
係
長
、
普
及
セ
ン
タ
ー
よ

り
太
田
支
所
長
及
び
南
義
普
及
職
員
を
来
賓

に
お
招
き
し
、
清
原
町
長
・
平
石
専
務
よ
り
ご

祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　

議
事
に
つ
い
て
は
、
R
６
年
度
よ
り
代
表
に

な
ら
れ
ま
し
た
㈲
井
上
牧
場
の
扇
直
也
氏
が

議
長
に
選
出
さ
れ
、
円
滑
な
議
事
進
行
の
も
と

全
議
案
が
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
に
75
周
年
目
を
迎
え
る
当
組
合

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
実
行
委
員
会
を
設
立
し
75

周
年
の
栄
え
あ
る
歴
史
を
後
世
に
残
す
べ
く
、

役
員
会
を
中
心
に
記
念
誌
の
発
行
に
向
け
て

準
備
を
取
り
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

今
後
と
も
当
組
合
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
７
年
４
月
１
日
、
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
の
一
員
と
な
っ
た
佐
藤
渉
太
さ
ん
（
東

京
農
業
大
学
出
身
）、
安
藤
雅
彦
さ
ん
（
紋
別
高
等
学
校
出
身
）
２
名
の
新
入
職
員
へ
永
峰
組

合
長
よ
り
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
入
職
員
よ
り
抱
負
を
述
べ
て
い
た
だ

い
た
後
、
永
峰
組
合
長
よ
り
「
厳
し
さ
と

い
う
も
の
は
優
し
さ
だ
と
い
う
こ
と
、
厳

し
い
教
え
を
頂
い
た
こ
と
が
後
々
に
自
分

を
成
長
さ
せ
る
た
め
の
糧
に
な
る
も
の
だ

と
思
っ
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た

い
。」と
の
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
入
職
員
は
４
月
１
日
か
ら
各
配
属
先

で
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も

組
合
員
・
地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る

Ｊ
Ａ
職
員
に
な
れ
る
よ
う
職
員
一
同
サ

ポ
ー
ト
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
！

安藤　雅彦 さん 佐藤　渉太 さん

滝
上
町
酪
農
組
合

滝
上
町
酪
農
組
合

 
令
和
６
年
度
通
常
総
会
開
催

令
和
６
年
度
通
常
総
会
開
催

令
和
７
年
度

令
和
７
年
度

新
採
用
職
員
辞
令
交
付
式

新
採
用
職
員
辞
令
交
付
式

6
【全体運】�耳寄りな話が入ってきます。ただ予定は詰まり気味でかなり忙しそう。効率良く動いて遊びに行く時間

づくりを
【健康運】パワフルで頑張りが利きます。睡眠が大事
【幸運の食べ物】タケノコ



し
て
お
り
、
高
品
質
な
自
給
飼
料
の
確
保
が
、
乳
牛

の
長
命
連
産
と
農
家
経
済
安
定
の
基
本
で
あ
る
こ
と

を
実
践
し
て
き
た
。
②
乳
量
、
成
分
率
の
高
い
牛
群

を
維
持
し
、
こ
れ
ま
で
99
頭
の
エ
ク
セ
レ
ン
ト
（
Ｅ

Ｘ
）
牛
を
輩
出
し
、
牛
群
体
型
審
査
で
は
、
平
均
得

点
８
５
.７
点
、
体
型
偏
差
値
１
５
６
.６
と
い
う
全

道
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
優
れ
た
成
績
を
収
め
て
お

り
、
地
域
の
模
範
と
な
る
堅
実
な
経
営
を
確
立
し
て

い
る
。
③
Ｊ
Ａ
組
合
長
と
し
て
、
生
産
基
盤
維
持
拡

大
と
個
々
の
経
営
強
化
が
急
務
と
考
え
、
農
協
独
自

事
業
の
性
判
別
精
液
活
用
事
業
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
事

業
な
ど
を
実
施
し
、
生
乳
生
産
量
10
万
ト
ン
の
前
倒

し
達
成
、
特
別
金
利
付
与
に
よ
る
農
業
者
の

自
己
資
本
増
強
に
努
め
る
な
ど
、
地
域
の
酪

農
経
営
の
安
定
と
酪
農
業
の
振
興
に
尽
力
し

た
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
去
る
３
月
22
日
（
土
）
に
は
Ｊ
Ａ

役
員
一
同
が
発
起
人
と
な
り
、
ホ
テ
ル
オ

ホ
ー
ツ
ク
パ
レ
ス
紋
別
に
お
い
て
、
地
元
で

の
受
賞
祝
賀
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
地
域

組
合
員
は
も
と
よ
り
、
全
道
各
地
よ
り
永
峰

組
合
長
を
祝
う
た
め
多
く
の
方
々
が
ご
臨

席
さ
れ
ま
し
た
。

宇都宮賞授賞式宇都宮賞授賞式

　

こ
の
度
、
当
Ｊ
Ａ
酪
農
家
で
あ
る
上
渚
滑
地
区
の

永
峰
勝
利
氏
（
Ｊ
Ａ
組
合
長
）
が
北
海
道
の
酪
農
振

興
に
大
き
く
貢
献
し
た
功
労
者
と
し
て
、
宇
都
宮
賞

（
酪
農
経
営
の
部
）
を
受
賞
さ
れ
、
３
月
１
日
（
土
）

に
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て
関
係
者
１
０
０

名
余
り
が
臨
席
す
る
中
、
授
賞
式
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

宇
都
宮
賞
の
選
考
に
あ
た
り
、
①
乳
牛
改
良
の
研

鑽
に
励
み
、
基
礎
飼
料
の
栄
養
価
値
や
単
位
当
た
り

の
収
量
の
向
上
に
重
点
を
置
い
て
、
土
壌
改
良
や
圃

場
整
備
な
ど
に
力
を
注
ぎ
、
粗
飼
料
の
単
位
当
た
り

収
量
は
地
域
の
平
均
を
上
回
る
高
い
生
産
力
を
維
持

　

数
多
く
の
お
祝
い
の
言
葉
等
を
頂
き
、
永
峰
組
合

長
か
ら
皆
様
へ
の
謝
辞
で
は
、
自
分
の
酪
農
人
生
を

振
り
返
り
、
地
域
に
恵
ま
れ
地
域
全
体
で
頂
い
た
賞

で
あ
り
、
皆
様
へ
感
謝
の
意
と
今
ま
で
支
え
て
き
て

く
れ
た
奥
様
へ
の
深
謝
の
思
い
を
述
べ
、
感
極
ま
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
﹃
宇
都
宮
賞
﹄
は
“
北
海
道
酪
農
の
父
”
と
呼
ば

れ
る
宇
都
宮
仙
太
郎
翁
の
遺
志
が
継
承
さ
れ
る
こ

と
な
ど
を
願
い
創
設
さ
れ
、
本
年
で
57
回
目
の
表
彰

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

宇都宮賞受賞祝賀会宇都宮賞受賞祝賀会

永
峰
牧
場

永
峰
牧
場

 
第第
5757
回
宇
都
宮
賞
授
賞
式
並
び
に
地
元
祝
賀
会
開
催

回
宇
都
宮
賞
授
賞
式
並
び
に
地
元
祝
賀
会
開
催

7
【全体運】�活気のある好調運。目標を立ててまい進すれば結果を出せます。語学の勉強や情報収集にも幸運が。旅

行も吉
【健康運】早寝早起きで。生活のリズムを大切に
【幸運の食べ物】ソラマメ



●
人
間
ド
ッ
ク
受
診
率
１
０
０
％
お
よ
び
再
検
査
未

受
診
者
の
受
診
推
奨
に
取
組
む
。

●
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
や
体
力
測
定
等
の
開

催
に
よ
り
健
康
管
理
の
意
識
向
上
を
図
る
。

●
健
康
管
理
ア
プ
リ
「P

epU
p

」
登
録
者
１
０
０
％

を
目
指
し
ア
プ
リ
を
活
用
し
た
自
己
の
健
康
管
理

取
組
み
を
図
る
、
な
ど
。

Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
の

Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
の

 

健
康
に
関
す
る
取
り
組
み

健
康
に
関
す
る
取
り
組
み

健
康
経
営
優
良
法
人
の
認
定
を
受
け
ま
し
た

健
康
経
営
優
良
法
人
の
認
定
を
受
け
ま
し
た

　

こ
の
た
び
日
本
健
康
会
議
よ
り
「
健
康
経
営
優
良
法
人
２
０
２
５

（
中
小
規
模
法
人
部
門
）」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
健
康
経
営
優
良
法
人
認
定
制
度
」
と
は
、
日
本
健
康
会
議
が
進

め
る
健
康
増
進
の
取
り
組
み
を
も
と
に
、
特
に
優
良
な
健
康
経
営
を

実
践
し
て
い
る
企
業
を
顕
彰
す
る
制
度
で
、
当
Ｊ
Ａ
は
昨
年
に
続
い

て
２
年
連
続
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
職
員
の
健
康
管
理
を
経
営
的
な
視
点
で
捉
え
、
組
織
全
体

で
健
康
へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
生
産
性
向

上
を
図
り
、
組
合
員
・
地
域
利
用
者
へ
よ
り
良

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
参
り
ま
す
。

8
【全体運】�頼まれ事から行うと◎。会話を大切に。触れ合いの時間が幸せをもたらします。リサイクル、リメーク

にツキ
【健康運】血行を良くしましょう。ふくらはぎをもんで
【幸運の食べ物】ナガイモ



 
退
職
の
挨
拶

退
職
の
挨
拶

営
農
販
売
部
営
農
支
援
二
課
西
興
部
営
農
推
進
係
考
査
役

滝　

本　

智　

令
和
７
年
３
月
31
日
付
退
職

　

こ
の
度
、
３
月
31
日
を
も
っ
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
農
業

協
同
組
合
を
退
職
致
し
ま
し
た
。

　

昭
和
59
年
４
月
に
旧
滝
上
町
農
業
協
同
組
合
に
奉
職
以
来
41
年
の
長
き
に
亘
り
、
主

に
営
農
販
売
部
の
業
務
に
携
わ
り
、無
事
に
職
責
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、

組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
役
職
員
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
指
導
の
賜
物
と
心
よ
り

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
の
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
情
勢
及
び
農
業
・
農
協
を
取
り
巻
く
環
境
も

厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
、
役
職
員
皆
様
の
英
知
の
結
集
に
よ
っ
て
、
地

域
農
業
の
振
興
と
更
な
る
発
展
を
期
待
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
農
業
協
同
組
合
の
益
々
の
ご
発
展
と
組
合

員
を
は
じ
め
役
職
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
長
い
間
大
変
お
世
話
に
な
り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

経
済
部
燃
料
自
動
車
課
滝
上
給
油
所
所
長

江　

渕　

英　

二　

令
和
７
年
３
月
31
日
付
退
職

　

こ
の
度
、
３
月
31
日
を
も
ち
ま
し
て
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま

な
す
農
業
協
同
組
合
を
退
職
致
し
ま
し
た
。

　

平
成
９
年
８
月
に
旧
滝
上
町
農
業
協
同
組
合
に
奉
職
以
来

27
年
の
長
き
に
亘
り
、
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
役
職
員
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
与
え

ら
れ
た
職
責
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
事
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
燃
料
油
、
生
産
資
材
価
格
の
高
騰
な
ど
大
変
厳
し
い
状
況

下
に
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
と
役
職
員
が
一
致
団
結
し
て
こ
の
局
面
を
乗
り
越
え
ら
れ
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
農
業
協
同
組
合
の
益
々
の
ご
繁
栄

を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
長
い
間
、
大
変
お
世
話

に
な
り
、
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

営
農
支
援
一
課
上
渚
滑
営
農
推
進
係

佐　

藤　

明　

奈　

令
和
７
年
３
月
31
日
付
退
職

酪
農
畜
産
課
酪
農
畜
産
係

阿　

部　

美　

保　

令
和
７
年
４
月
30
日
付
退
職

〜
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
〜

〜
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
〜
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　社会人として至らぬ点も多々あると思いますが、初心を忘れず日々成長
していけるよう精一杯頑張って参りますので、何卒よろしくお願い致します。

出身地：東京都中野区
出身校：東京農業大学

趣	味：野球、ゲーム
特	技：体を動かすこと

長	所：協調性
短	所：計画性

営農販売部
営農支援一課

紋別地区
営農推進係

佐
さ と う

藤 渉
し ょ う た

太

　社会人になりましたが、まだまだ不慣れなことが多いです。失敗してしまっ
ても、その失敗を次のステップに繋げられるよう頑張っていこうと思いますので、
どうぞよろしくお願いいたします。

出身地：紋別市
出身校：紋別高等学校

趣	味：音楽鑑賞
特	技：けん玉

長	所：明るい
短	所：人見知り

経済部
燃料自動車課

紋別セルフ給油所係

安
あ ん ど う

藤 雅
ま さ ひ こ

彦

　再びこの職場に戻って来ました。改めて、宜しくお願い致します。

出身地：紋別市
出身校：紋別高等学校

趣	味：音楽鑑賞
特	技：書道

長	所：協調性
短	所：優柔不断

営農販売部
営農支援一課

紋別地区
営農推進係

犬
い ぬ ぶ し

伏 里
り な

奈

　これまでに得た知識や経験を活かし、１日でも早くお役に立てるよう
精一杯頑張ります。ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。

出身地：紋別市
出身校：紋別南高等学校

趣	味：音楽鑑賞
特	技：コミュニケーション能力

長	所：明朗快活、集中力
短	所：緊張しやすい

営農販売部
営農支援一課
担い手振興係

水
み ず た に

谷 恵
め ぐ み

実

　少しでも早く仕事に慣れて、皆様のお役に立てるよう努めますので、
どうぞよろしくお願いいたします。

出身地：興部町
出身校：紋別高等学校

趣	味：音楽鑑賞
特	技：百人一首

長	所：責任感が強い
短	所：諦めが早い

営農販売部
営農支援一課
上渚滑地区
営農推進係

對
つ し ま

馬 紗
さ り な

梨奈

9
【全体運】�対人運が活発化。うれしいことがある一方で面倒事も舞い込みそう。カッカすると落とし穴が。冷静に

対処すれば◎
【健康運】カルシウムをしっかり取って。骨を丈夫に
【幸運の食べ物】ニンニク



● 暇になりボケ防止でやってみたら出来ました。（笑）これからも色々載せてください。
ペンネーム：H.T.

応募用紙の下記にあります、「ご意見・ご感想をお聞かせ下さい」欄
に是非広報誌へのメッセージや日々のつぶやきなどをご投稿下さい。
たくさんの投稿をお待ちしております。
 ●総務部企画管理課　FAX：0158（23）7186

広報誌では、皆様からの
ご意見・ご感想を募集しております。

10
【全体運】�周囲が次第に騒がしくなってきそう。前半は時間が取れるので用事は早めに済ませて。後半は人との時

間を大切に
【健康運】ダンスやストレッチで気持ち良く体を動かして
【幸運の食べ物】ルッコラ



11
【全体運】�運勢は好調。助けてくれる人が現れて困り事は解決へ。あなたから手を貸してあげるのも◎。レジャー

にツキ
【健康運】古傷のケアを。サポーターを使うのもお勧め
【幸運の食べ物】サンショウ



　

地
温
も
上
が
り
、
本
格
的
な
農
作
業
が

始
ま
り
ま
し
た
。植
え
付
け
や
播
種
な
ど
、

作
業
が
忙
し
く
な
る
と
農
作
業
事
故
の
発

生
も
増
加
し
ま
す
。
ケ
ガ
や
悲
し
い
事
故

が
起
き
な
い
よ
う
今
一
度
、
農
作
業
安
全

に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

農
作
業
事
故
の
発
生
状
況

　

北
海
道
農
作
業
安
全
運
動
推
進
本
部

の
「
農
作
業
事
故
報
告
書
（
Ｒ
５
年
度
）」

に
よ
る
と
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
で
は
年
間
に

３
６
８
件
の
農
作
業
事
故
が
発
生
し
、
北

海
道
全
体
の
１
６
・
７
％
と
十
勝
に
次
い

で
多
い
件
数
で
す
。
発
生
月
別
で
は
10
月

と
９
月
の
秋
の
収
穫
期
、
５
月
の
春
の
作

業
期
に
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
10
年
間

の
平
均
で
は
管
内
で
毎
年
１
名
が
農
作
業

事
故
に
よ
り
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

農
作
業
事
故
は

な
ぜ
起
こ
る
の
か
？

　

労
働
災
害
は
、「
不
安
全
な
状
態
」と「
不

安
全
な
行
動
」
の
２
つ
の
要
因
に
よ
り
発

生
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）。「
不

安
全
な
状
態
」
は
傾
斜
、
高
所
な
ど
作
業

環
境
の
状
態
を
指
し
、「
不
安
全
な
行
動
」

は
、
服
装
の
不
備
や
疲
れ
な
ど
作
業
者
の

行
動
を
指
し
ま
す
。

　

農
業
は
、
他
の
産
業
よ
り
も
環
境
の
影

響
が
強
く
、「
不
安
全
な
状
態
」
に
な
り

や
す
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

事
故
を
完
全
に
な
く
す
こ
と
は
困
難
で

す
が
、
作
業
環
境
に
隠
れ
て
い
る
危
険
や

作
業
者
の
意
識
に
対
し
対
策
を
行
う
こ
と

で
発
生
要
因
を
減
ら
す
こ
と
が
可
能
で

す
。

農
作
業
安
全
は

み
ん
な
で
取
り
組
む

　

安
全
な
作
業
を
定
着
さ
せ
る
た
め
に

は
、作
業
者
全
員
が
危
険
に
対
す
る
認
識
、

安
全
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

●
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
の
共
有

　

農
作
業
を
し
て
い
る
と
誰
し
も
１
度

は
、
危
険
な
思
い
を
し
て
「
ヒ
ヤ
リ
」
や

「
ハ
ッ
」
と
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ケ
ガ
に
つ
な
が
ら
な
い

事
故
の
た
め
、
自
分
の
不
注
意
で
片
付
け

な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
で
は
、
１
つ
の

重
大
事
故
に
29
件
の
軽
傷
事
故
、
そ
の
背

後
に
３
０
０
件
の
無
傷
事
故
（
ヒ
ヤ
リ
・

網走農業改良普及センター紋別支所　TEL　0158-24-2521

農作業安全を考える

図１　労働災害の発生要因

図２　ハインリッヒの法則
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【全体運】�運気は後半に入り好転。難しくても本気で向き合えば活路を見いだせます。ピンチのときこそクールに

判断して
【健康運】シェイプアップの好機。無茶をせず計画的に
【幸運の食べ物】ニラ



　

農
業
は
気
象
の
変
化
や
牛
の
突
発
的
な

行
動
な
ど
、
必
ず
し
も
同
じ
作
業
を
同
じ

条
件
で
行
え
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
条
件

が
異
な
れ
ば
潜
む
危
険
も
変
わ
り
ま
す
。

様
々
な
条
件
で
予
想
さ
れ
る
危
険
に
つ
い

て
考
え
、
対
策
し
、
未
然
に
事
故
を
減
ら

し
ま
し
ょ
う
。

現
場
で
取
り
組
ん
で
い
る

予
防
対
策
に
つ
い
て

　

忙
し
く
な
る
と
焦
り
や
疲
労
の
蓄
積
な

ど
か
ら
注
意
力
が
低
下
し
、
事
故
発
生
を

招
く
ケ
ー
ス
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

春
の
植
え
付
け
や
は
種
、
秋
の
収
穫
作

業
は
、
特
に
天
気
に
左
右
さ
れ
や
す
い
た

め
、
焦
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
特
に
１

人
で
作
業
す
る
状
況
や
農
業
機
械
を
扱
う

場
合
、
十
分
に
休
憩
せ
ず
、
長
時
間
作
業

を
続
け
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

注
意
力
の
低
下
は
「
不
安
全
な
行
動
」

に
つ
な
が
り
ま
す
。
忙
し
い
時
こ
そ
休
憩

は
し
っ
か
り
と
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
「
不
安
全
な
行
動
」
は
「
不
安
全

な
状
態
」
と
は
異
な
り
、
人
的
要
因
の
対

策
を
行
う
こ
と
で
農
作
業
事
故
の
発
生
を

予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
オ
ホ
ー
ツ

ハ
ッ
ト
）
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
図

２
）。
些
細
だ
と
思
い
、
言
わ
な
か
っ
た

こ
と
が
重
大
事
故
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
日
常
会
話
の
中
で
「
ヒ
ヤ
リ
・

ハ
ッ
ト
」
を
共
有
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
意

外
と
周
囲
の
人
も
経
験
し
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
発
生
状
況
や
原
因
等

を
記
入
す
る
報
告
書
を
作
成
す
る
と
、
原

因
を
細
か
く
分
析
で
き
、
対
策
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

●
作
業
危
険
予
知
活
動
（
Ｋ
Ｙ
活
動
）

　
「
危
険
予
知
活
動
（
Ｋ
Ｙ
活
動
）」
と
は

作
業
に
ひ
そ
む
危
険
箇
所
を
予
知
し
、
作

業
者
自
身
が
対
策
を
考
え
、
事
故
を
未
然

に
防
ぐ
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。「
ヒ
ヤ

リ
・
ハ
ッ
ト
」
を
感
じ
る
前
に
「
不
安
全

な
状
態
」
と
「
不
安
全
な
行
動
」
を
把
握

し
対
策
を
取
っ
て
お
け
ば
、
さ
ら
に
事
故

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
危
険
予
知
活
動
」
は
グ
ル
ー
プ
で
行

い
ま
す
。
あ
る
行
動
に
対
し
、
①
現
状
把

握
、
②
本
質
追
求
、
③
対
策
樹
立
、
④
目

標
設
定
を
行
い
、
起
こ
り
う
る
事
故
と
解

決
策
を
考
え
ま
す
（
表
１
、
図
３
）。
解

決
策
は
実
際
の
作
業
で
実
行
し
ま
す
。

ク
は
な
ま
す
農
協
管
内
の
複
数
の
大
型
法

人
で
は
、
農
場
内
で
行
わ
れ
る
仕
事
に
つ

い
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
作
業
者
が

変
わ
っ
て
も
同
じ
農
作
業
が
出
来
る
よ
う

に
取
り
組
み
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
農
場
で
取
り

入
れ
、
少
し
で
も
農
作
業
事
故
の
発
生
リ

ス
ク
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

図３　危険予知活動の例

写真１　設置されたマニュアル（一部を抜粋）

表１　危険予知活動の進め方
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【全体運】�良好なスタートですが、下旬はペースダウン。早めにできることは前倒しで。友人や知人と過ごす時間

にツキあり
【健康運】日頃の体調管理が大切。健診、検査を受けて
【幸運の食べ物】コゴミ



締切日　令和７年５月31日（土）

いつも広報誌をご覧頂きありがとうございます。「頭の体操！クロスワードパズル」です。応募人
数が少なく当選確率は高いので、どしどしご応募下さい。ご参加頂きました皆様の中から抽選で
３名の方に素敵なプレゼントをお送り致します。
多数のチャレンジをお待ちしております。

二重マスの文字をA→ Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？
出題●ニコリ

広報誌に折込んである解答用紙に答えと氏名等をご記入頂き、解答用紙に記載してある番
号へＦＡＸ又は各支店窓口にて締切日までにご応募下さい。ご応募の際はアンケートのご
協力も合わせてお願い致します。� ※このコーナーは組合員様のみを対象としております。

プレゼントが当たるチャンスです！！どしどしご応募ください♪

応 募 方 法

ルール説明

頭の体操！クロスワード！！ vol.
71

	1	 �端午の節句に――人形を飾った
	2	 �鉛筆にもリンゴにもあるもの
	3	 �2018年ごろに大流行した――ミルク
ティー

	4	 �漢字などの読み方を示す小さな文字
	5	 �小学校で一番授業が多い科目
	8	 �福島県の――は浜通りと呼ばれます
	10	 �カァカァと鳴きます
	12	 �スロバキアと分離してできた国。首都は
プラハ

	13	 �フラダンサーの腰で揺れるもの
	14	 �初夏でも強く照りつけることがあります
	16	 �漢字では雲雀、日晴鳥などと書く鳥
	18	 �三毛、トラ、サバといえば
	20	 �ギュッと押すと気持ちいい

➡ヨコのカギ
	1	 �ひげそり前に顔に押し当てる人もいます
	6	 �その泉は――的な空気に包まれていた
	7	 �日本には謙譲の――の精神があります
	9	 �周囲より小高くなっている土地のこと
	11	 �大きなビルが――のタケノコのごとく
増えてきた

	12	 �ひじをグッと曲げて出します
	14	 �雑穀の一つ。アワやキビと並んで知ら
れています

	15	 �ちらしやにぎりがあります
	17	 �大勢の人が床のあちこちで眠ること
	19	 �結んでお吸い物に入れることもある	
葉野菜

	21	 �5月の空を泳ぎます

⬇タテのカギ

今回の今回の
プレゼントはプレゼントは
今回の今回の
プレゼントはプレゼントは
今回の
プレゼントは

　あっという間に５月ですね。

　春といえばお花見ですが、僕は花より団子派です。一般的に売られている３色団子には意味

があるようで、ピンクは桜の花で春、白は雪の色で冬、緑は新緑の色で夏を表しているみた

いです。秋がないじゃないかって？ そうです。「秋がない」ので、いつまでも食べ「飽きない」

という言葉遊びも入っています。今年のおやつはお団子に決まりですね。

　５月は気温が上下するので、風邪を引かないよう体調管理には十分お気を付けください。

� 企画管理課　小笠原　

よつ葉よつ葉ののチーズとバターチーズとバター
食べ比べセット食べ比べセット

よつ葉よつ葉ののチーズとバターチーズとバター
食べ比べセット食べ比べセット

よつ葉よつ葉ののチーズとバターチーズとバター
食べ比べセット食べ比べセット

（紋　別）武田　初枝　　（上渚滑）喜多　由美
（滝　上）見高ゆり子

３月号当選者

ＡＢＣＤ
ウグイス

前回の答え

※当選された方には職員が直接商品をお届け致します。
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